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※ 本事例は「平成29年度・30年度温泉熱等の有効活用等普及促進調査等委託業務」にて調査・整理した事例であり、掲載情報は調査当時のものであることから、詳細な状況は変更さ
れている可能性がございます。

※ 温泉熱利用に係る事業費等が不明のため、 CO2排出量削減効果、エネルギーコスト削減効果は、算出しておりません。

6か所の源泉を第１配湯所の温泉槽に集め、第２配湯所の温泉槽に

送湯しながら、また、第２ 配湯所から第１配湯所に送湯しながら、そ

の送湯経路にある地区（北地区・南地区）に、集中管理方式により配

湯を行っている。第１配湯所に近接している小山地区、中里地区には

第 1配湯所から集中 管理方 式により配湯 を 行い、未使 用温泉は第 １

配湯所に戻すことで、温泉資源を有効活用している。
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